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　　　　「Parents ←→Osaka Sangyo University」
「後援会だより」は、保護者と大阪産業大学をつなぐコミュニティ誌です。

北前 雅人

　後援会の皆様方におかれましては日頃より学園運営に多大なるご支援、ご協力を頂きまして誠にありがとうござい

ます。　

　また、一昨年は、新型コロナウイルス感染症対策として、学生支援のために多額のご寄附を頂戴しましたこと、重

ねて御礼申し上げます。

　今年4月から、3年ぶりに「対面授業」を原則とする授業運営が実施できております。これまで静まり返っていたキャ

ンパスが、学生の皆さんが戻ったことにより、活気に満ち溢れ、大変うれしく思っております。

　「予測できない時代」と言われる現代社会において、まさにコロナは予測できない出来事でした。今後も、激しく

変化していく社会において、これまでの常識が覆されることも起こりうるでしょう。そんな社会を生き抜くために、

どんな力が必要か。いろいろ考えられますが、私は「継続」こそが一番大切であると考えています。

　本学での４年間の学びを通じて、どんなことにでも「継続する力」を、是非身に付けてもらいたいと考えております。

　さて、本学園は、学園創立 100 周年（2028 年）に向けた長期ビジョンとして「Vision100」を策定すると共に、

「Vision100」を実現するための中期事業計画を 1～ 3期に分けて策定しており、今年度より、新たに「第 2期中

期事業計画（2022 年度～ 2024 年度）」がスタートしております。

　こうした計画に沿って、現在、キャンパス整備を進めておりますが、来年の 3月末には、南キャンパスに「（仮称）

学生会館（中央キャンパスと南キャンパスを結ぶブリッジ含む）」が竣工し、7月末には、東キャンパスに「（仮称）

18 号館」が竣工するなど、学生の皆さんの修学環境と福利厚生の充実に引き続き努めて参ります。

　今後も、建学の精神「偉大なる平凡人たれ」のもと、Society5.0 時代の到来を見

据え、新たな時代に向けた人材を育てるという本学の社会的責任を果たしていきたい

と考えておりますので、後援会の皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

　最後になりましたが、後援会の皆様の一層のご多幸とご隆昌を祈念申し上げまして、

挨拶とさせていただきます。

保護者の皆様へ

学校法人大阪産業大学
理事長
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「ご利用の保護者の
方々から、こんな
メッセージをいただ
きました」

「保護者ポータルサイト」
へのアクセス

大阪産業大学 保護者ポータルサイト

1.  お知らせ、個人伝言
大阪産業大学及び後援会から最新の話題や情報等を
提供する掲示板です。

2.  時間割
お子様が履修している時間割を閲覧することが
出来ます。

3.  成績表ダウンロード
お子様の成績表をダウンロードすることが
出来ます。

4.  メール通知設定
大阪産業大学及び後援会からのお知らせやイベントの
開催案内などをメールでも通知します。

〓主な機能〓

使っていますか？「保護者ポータルサイト」！
大阪産業大学では、保護者と学生（お子様）と大学を繫ぐツールとして、「保護者ポータルサイト」を発信しています。インターネット

を通じ、「お知らせ」や「イベント案内」などの最新情報やお子様の時間割や成績表も確認できる独自のWebシステムです。

ＡＲ画面下の
[ 保護者ポータル
サイト ] からも
アクセスできます

奨学金申請の締切日が「お
知らせ」に載っていて助
かりました。

「成績表ダウンロード」から子どもの
成績チェックができるので、いろいろ
話が出来ました。

「時間割」をチェックし
て今、授業中か休憩時
間か確認できるので連
絡しやすくなりました。

「時間割」で、今日何
時頃に帰ってくるのか
分かるようになった。

ポータルサイトから住所変更等の手続きができるようになりました

住所や電話番号等の変更は教務課窓口での手続きでしたが、Portal-OSUから変更することが可能となりました。

※学生住所を変更した場合、学生証裏側に記載されている住所・通学区間も更新する必要がありますので、
　変更後は必ず教務課窓口（カウンター奥側）までお越しください。

【学生自身及び保護者様で変更できるもの】
●学生住所・学生携帯電話番号・自宅の電話番号
●保証人（保護者等）住所・保証人（保護者等）携帯電話番号・自宅の電話番号
●授業料（等）納付書の送付先の変更

注意：変更手続きは PC のみ（スマートフォン・タブレット不可）
推奨ＯＳ： Windows10・推奨ブラウザ：Microsoft Edge で変更してください

大阪産業大学 後援会

保護者ポータルサイト
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スキー競技部

剣道部

空手道部

吹奏楽部

主将　板倉 勝音

主将　甲斐 天大

主将　玉置 康人

部長　荻野 幹太

体育会スキー競技部は、現在12名（男子9名·女子
3名）が、アルペン·クロスカントリー·ジャンプ·コン
バインド·モーグルの５種目で活動しております。
昨シーズンは、今年２月に開催された全日本学生
スキー選手権大会２部において２位となり、念願
の１部昇格を果たしました。また、今年３月に開催
された全関西学生スキー選手権大会において、創
部初の１部総合優勝を果たすことができました。
この結果は、大学関係者の皆様、OB·OGの皆様
をはじめ関係者皆様のご支援·ご声援のおかげで
す。ありがとうございました。個人成績としては、モ
ーグル競技の中尾春香が日本代表としてワールド
カップに出場する活躍を収めました。今シーズンも
日本代表としてワールドカップに参戦することが
決まっており、世界選手権出場を目指して練習に
励んでいます。今シーズンは、全日本学生スキー
選手権大会において、１部所属の強豪校に挑戦す
ることになりますが、各選手が競技力を向上させ
１部残留を目標に頑張ります。コロナウイルスの
影響もあり、ここ数年は直接OB·OGの皆様や保
護者の皆様に活動を見ていただくことは叶いませ
んが、SNS等を通じた皆様の応援が励みになって
おります。今シーズンも皆様に良い報告ができる
よう部員一同全力を尽くして参りますので、引き続
きのご支援·ご声援のほどよろしくお願いいたしま
す。

体育会剣道部は現在４回生13人、３回生13人、
２回生15人、１回生11人の計52人で活動していま
す。私たちは、「不動心」の精神に基づき、全日本
学生剣道大会入賞を目指し日々全力で稽古に励
んでいます。チームの目標を掲げつつ、部員一人ひ
とりが目標を持つことによって、考えて行動する·
自主性という力を養い、強い人間形成を進めてい
ます。戦績としては、過去の先輩方が関西学生剣
道優勝大会団体3位、同じく関西学生剣道選手
権大会ベスト8などを収めました。目標に向けて
指導者·部員が一丸となり結果を求めて稽古に励
みますのでこれからも大学関係者および卒業生の
先輩方、保護者の皆様のご支援、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

体育会空手道部は、現在、男子20名、女子10名の部員で
活動しています。稽古は毎朝7時開始のため、早朝4時に起
床し始発電車で通う部員もいる中、相原監督、井上・戎コー
チの指導の下、各種大会での上位入賞を目指し、日々稽古
に励んでいます。今年度の大会では、4月に開催された全関
西学生空手道選手権大会（個人戦）では、女子組手-55㎏
で池上なみ（経済学部2回生）が3位入賞を果たし、男女各
階級で5名の選手がベスト8に進出しました。10月に開催さ
れた全関西大学空手道選手権大会（団体戦）では、女子
組手で3大会連続となる3位入賞を果たし、男子組手は1部
ベスト8に勝ち上がりました。また、11月に開催された全日本
大学空手道選手権大会（団体戦）では、男子は4回戦に進
出しベスト16、女子は2回戦で、今年度、関東大学選手権
大会を制した国士舘大学と対戦し、僅か1ポイント差で勝利
を逃がすこととなりましたが次年度につながる善戦でありまし
た。本学空手道部は、基本稽古をベースに、合理的な身体
操作を体得した上で、しっかりと下半身を強化し、相手に撃ち
負けない力強さを身に着けることにより、競技力への向上に
つなげています。また、試合に勝つことだけでなく、礼儀やマ
ナーを学ぶとともに、卒業後、しっかりと社会に貢献できる人
間育成を目指し、今後も活動して行きます。皆様のご支援よ
ろしくお願い申し上げます。

文化会吹奏楽部は現在32名（男子19名、女子13名）で活
動しています。練習中も笑いが絶えず、学年や性別を超え、と
ても仲が良いのが当部の特長と言えます。活動の内容とし
ては「定期演奏会」「クリスマスコンサート」の２つの自主公
演を主軸に、式典やオープンキャンパスなどの学内での演奏
や、自治体や施設等からご依頼をいただき演奏をお届けする
学外演奏まで幅広く活動しております。地域社会に貢献す
るというクラブの方針のもと、地域の行事にも積極的に参加
しており、｢HAPPYなサウンド、豊かな表現、説得力のある音
楽｣を合言葉に日々練習に励んでいます。新型コロナウイル
スの影響で演奏する機会の多くが失われましたが、今年は
演奏する機会が徐々に増え、仲間と演奏する喜びやお客様
に音楽をお届けする達成感を得ることができ、充実した日々
を過ごしています。6月に開催した定期演奏会では、大阪産
業大学附属高等学校吹奏楽部の皆さんと合同ステージを
設け、交流を図ることもできました。文化会吹奏楽同好会とし
て発足し、「文化会吹奏楽部」となってから今年でちょうど40
年となります。教職員の皆さま、保護者の皆さま、OB·OGの
諸先輩方への感謝の気持ちを忘れることなく、より良い演奏
を届けられるように励んでまいります。今後ともご支援·ご協力
のほどよろしくお願い致します。
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【柔道部】第19回湊谷杯全国学生柔道体重別選手権大会 ‐66㎏ 優勝
◎11/20に開催された上記大会にて、吉田 壮汰さん（経済2年）が見事、1回戦から決勝まで、1度
も相手にポイントを与えることなく圧勝で優勝しました。

【男子バスケットボール部】第74回全日本大学バスケットボール選手権大会(インカレ)出場
【サッカー部】赤塚ミカエル選手がアスルクラロ沼津（Jリーグ）に今季新加入！！
【体操競技部】芳仲志歩さんが関西学生体操競技新人大会で個人総合3位
◎10/29～30に福井県鯖江市にて開催された関西学生体操競技新人大会で、体操競技部の芳
仲志歩さん（スポーツ健康1年）が、個人総合3位、種目別跳馬優勝、ゆか2位と健闘しました。

【女子バスケットボール部】関西女子学生バスケットボールリーグ戦 ２部リーグ全勝優勝
◎2022年度 関西女子学生バスケットボールリーグ戦２部リーグにて、見事全勝優勝しました！

「第77回国民体育大会 いちご一会とちぎ国体 2022」武術太極拳競技会優勝
◎高 龍大さん（国際3年）が「第77回 国民体育大会 いちご一会とちぎ国体 2022」武術太極拳
競技会（成年男子）自選長拳にて見事優勝しました。

【少林寺拳法部】少林寺拳法 大阪府民大会
◎7/3に少林寺拳法 大阪府民大会大学生の部で池田恒吉さん（経済３年）・山田起理也さん（ス
ポーツ健康３年）は2位の成績を納め11月の全国大会への出場権を獲得致しました。 他に、稲田・
森組、単独演武の部に荻野さんが出場しました。

【少林寺拳法部】少林寺拳法関西学生大会
◎6/18に少林寺拳法関西学生大会が行われ、男子二段以上  稲田瑳介さん（商４年）・池田恒吉
さん（経済４年）が第３位。男女の部では、薬師寺星弥さん（都市創造工３年）・ 森未来さん（経済３
年）が第5位の成績を納めました。団体演武では第8位、立会評価法の部では森さんが第8位に入賞
しました。

【スキー競技部】中尾春香さん（スポーツ健康3年）が、７月30日（土）放送のTV番組
「あすリート」に出演

【柔道部】〈近畿ジュニア柔道体重別選手権〉川野雄志郎さん（経済3年）が優勝
◎7/3近畿ジュニア柔道体重別選手権が行われ、大阪府予選を勝ち抜いた3名が出場しました。
73㎏において、川野雄志郎さん（経済3年）が、大阪府予選に続き優勝し、全日本ジュニア体重別
選手権大会への出場権を獲得しました。近畿ジュニア優勝は、柔道部創部以来2人目の快挙です。

【男子バスケットボール部】U22日本代表候補・関西学生選抜／関西学生選抜
Futuresチームに選出
◎本学から尾形隼さんが、「バスケットボール男子U22日本代表チーム 第3次強化合宿 日本代表
候補 メンバー」に選出され、6/20～22の期間に第3次強化合宿に参加しました。
◎6/26～7/2に開催される「第48回 日韓学生親善バスケットボール大会定期戦　関西学生選
抜チーム」に本学から4名選出されました。また、次世代を担う選手が選抜された「関西学生選抜
Futuresチーム」に2名選出されました。選出メンバー：露口亮太准教授（ヘッドコーチとして選出）岡
田有夢さん（アシスタントコーチとして選出）小栗瑛哉さん（主将として選出）尾形隼さん（１回生で唯
一の選出）

【男子バスケットボール部】3×3 バスケットボール男子 U23 日本代表候補に小栗瑛
哉選手が選出
◎（公財）日本バスケットボール協会 (JBA)は、3×3 バスケットボール男子日本代表チームの継続
的な強化、および9月に中国・杭州市で開催が予定されている「第19回アジア競技大会 (2022杭
州) に向け、3/29～4/2の期間、味の素ナショナルトレーニングセンター (東京都北区) にて、代表
選考を目的とした日本代表候補選手選考合宿を実施。本学から、小栗 瑛哉選手が日本代表候補
に選出されました。

【日本拳法部】第25回西日本学生拳法選手権大会 男子2部優勝
◎第25回西日本学生拳法選手権大会（4/24 @大阪市中央体育館）で男子2部トーナメントを優
勝しました。最優秀選手賞には岸本侑大さん（2年）が選出されました。

【スキー競技部】全関西学生スキー選手権大会 男子１部総合優勝
◎第92回全関西学生スキー選手権大会（3/3～3/8 ＠新潟県妙高市）の男子1部に参加し、学
校対抗において11校中1位の成績を収め、初の総合優勝を果たしました。

【男子バレーボール部】本学の重留日向選手が堺ブレイザーズに新加入！！

【スキー競技部】全日本学生スキー選手権大会1部昇格
◎第95回全日本学生スキー選手権大会（2/4 @北海道旭川市、2/23～2/27 ＠秋田県鹿角
市）の男子2部に参加し、学校対抗において25校中2位の成績を収め1部に昇格しました。

2022年 クラブ活動「主な戦績・活躍」 体育
会

体育
会

ハンドボール部

陸上競技部

主将　宮崎 翔希

主将　柿渕 幸哉

体育会ハンドボール部は、現在27名の部員が
在籍（マネージャー1名）。練習日は毎週火曜、
土曜。生駒キャンパスに専用グランドがあり個
人練習は部員であればいつでも使用可能。ま
た、東部キャンパスにある部室ではミーティン
グを中心に部員同士の交流の場所として利用
している。ハンドボール部では、「明るく、元気
に、楽しい大学生活を送ろう！」を方針として
部員間はもちろんのこと他のクラブとも積極的
に交流をしている。西井哲也監督は、「人との
コミュニケーションを大切にし、誰に対しても
挨拶を欠かさず、家族や仲間、周りの人を思い
やる気持ちを大切にしてほしいです。そして、大
阪産業大学に誇りを持ち、誰からも可愛がら
れる人間として社会に出てもらいたいです。」
と話す。今秋リーグでは、入れ替え戦を勝ち抜
き4部昇格となった。今後もさらに上部リーグ
への昇格に向けてチーム内に活気がみなぎっ
てきている。キャプテンの宮崎翔希さん（商学
科4年生）は、「練習のときはしっかり練習、練
習以外のときは和気藹々と皆で笑い合えるメ
リハリのある良いチームだと思います。これか
らもメリハリをしっかりつけてチーム全体の力
を上げていきリーグ昇格を目指し日々練習しま
す。」と話す。最近は、テレビ番組などでも人
気の競技として話題となっているハンドボール。
「是非、試合会場に足を運んで頂き、大阪産
業大学ハンドボール部の応援を宜しくお願い
致します！（部員一同）」

体育会陸上競技部は現在20名（男子18名、
女子2名）で活動しています．関西インカレ出
場·入賞，西日本インカレ、全本インカレ出場を
目指して日々練習に取り組んでいます。がむし
ゃらに練習をこなすだけでなく、なぜそのトレ
ーニングをするのか考えることにも重点をおき
頭を使いながらトレーニングをしています。部
員全員が自己ベスト更新、大会入賞を目指し
て日々精進しています。大学の関係者の方々、
OB·OGの方々、また保護者の皆様の期待に添
えられるよう変わらず励んでまいりますのでご
支援·ご協力のほどよろしくお願い致します。
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

令
和
４
年
度
は
、
本
会
が
発
足
し
て
48
年
目
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
昨
年
ま
で
の
実
績
を
基
に
本
会
の
諸
事
業
を
よ
り

充
実
し
発
展
さ
せ
る
た
め
、
着
実
か
つ
真
摯
な
努
力
を
続
け

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
会
の
趣
旨
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
大
学
と
家
庭
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助
を
行
う
と

共
に
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

従
来
と
も
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
諸
施
策
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
も
引
き
続
き
学
園
の
計
画
に
沿
っ
て
、
よ
り

一
層
よ
い
環
境
で
学
生
達
が
勉
学
・
生
活
で
き
る
た
め
の
援

助
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
令
和
４
年
度
上

期
の
活
動
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
〉
新
入
生
保
護
者
教
育
懇
談
会
（
４
月
）

入
学
宣
誓
式
（
４
月
１
日
）
の
終
了
後
、
大
学
内
に
お
い

て
新
入
生
の
保
護
者
を
対
象
に
大
学
生
活
等
に
つ
い
て
の

懇
談
会
を
実
施
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
と
し
て
、
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
W
e
b

版
「
新
入
生
保
護
者
教
育
懇
談
会
」
を
配
信
し
ま
し
た
。

２
〉
就
職
講
演
会
（
５
月
）

就
職
講
演
会
は
、
総
会
（
５
月
14
日
）
当
日
の
午
後
よ
り

保
護
者
向
け
就
職
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
、
学
科
別
就
職
説
明
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

３
〉
地
区
教
育
懇
談
会
（
６
月
12
日
〜
７
月
24
日
）

全
国
14
会
場
で
開
催
し
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
と
し
て
、

修
学
、
学
生
生
活
、
就
職
関
係
等
で
教
職
員
に
よ
る
個
別

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
全

国
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

４
〉
後
援
会
だ
よ
り
の
発
行
（
６
月
・
12
月
）

社
会
の
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
、
学
園
と
会
員
間
の
情

令和４年度後援会活動報告（上期）

報
の
流
れ
を
豊
か
に
且
つ
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
機

関
誌
広
報
活
動
を
行
い
、
充
実
し
た
内
容
の
会
報
を
年
度

内
に
２
回（
令
和
４
年
６
月
、12
月
）発
行
い
た
し
ま
し
た
。

５
〉
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助

（
１
）
学
生
が
主
催
す
る
行
事
：
大
学
祭
に
対
し
て
援
助
金

を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。

10
月
29
・
30
日
「
第
57
回
阪
駒
祭
」

（
２
）
課
外
活
動
：
課
外
活
動
に
対
し
て
の
援
助
を
行
い

ま
し
た
。

（
３
）
寄
贈
・
贈
呈
：
新
入
生
に
は
バ
ッ
グ
、
卒
業
生
に
は

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

６
〉
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
援
助

本
年
度
も
よ
り
一
層
の
就
職
活
動
の
支
援
充
実
を
図
る
た

め
、
各
種
就
職
対
策
講
座
、
ア
プ
リ
に
よ
る
就
職
情
報
発

信
、
就
活
用
図
書
購
入
、
既
卒
生
就
職
サ
ポ
ー
ト
な
ど
強

力
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
〉
支
部
活
動
の
助
成

現
在
、
北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
・
三
重
・
奈
良
、
岡

山
、
西
中
国
、
四
国
の
８
地
区
に
支
部
が
結
成
さ
れ
て
お

り
、
地
域
で
の
活
動
の
た
め
に
助
成
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
初
め
て
の
取
組
み
と
し
て
支
部
主
催
「
保
護
者

懇
親
会
」
に
助
成
し
ま
し
た
。

以
上
、
本
会
の
活
動
を
一
層
充
実
・
発
展
さ
せ
、
会
員
皆

様
の
ご
期
待
に
沿
い
た
い
と
考
え
て
後
援
会
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
先
行
き
が

不
透
明
な
現
状
を
鑑
み
、
会
員
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
考

慮
し
ま
し
て
、
今
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
変
更
し
て

開
催
す
る
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。
下
期
の
活
動
に
も
ご

理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
令
和
４
年
度

常
任
委
員
・
幹
事
選
出
＊

〔
後
援
会
常
任
委
員
〕

会
長宮

本
敦
夫
（
都
市
創
造
工
学
科
）

副
会
長

藤
本
幸
蔵
（
国
際
経
済
学
科
）

平
本
令
子
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

松
本
英
理
（
経
営
学
科
）

会
計
委
員

島
崎
歩
（
商
学
科
）

藤
本
陽
一
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

会
計
監
査

小
林
知
子
（
国
際
学
科
）

常
任
委
員

廣
田
知
子
（
国
際
学
科
）

藤
村
知
子
（
国
際
学
科
）

藤
岡
侑
子
（
商
学
科
）

遠
藤
真
理
（
経
済
学
部
）

浅
田
泉
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

山
田
淳
子
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

奥
和
美
（
経
営
学
科
）

濱
本
利
江
子
（
商
学
科
）

真
利
谷
加
奈
子
（
経
済
学
部
）

西
垣
由
美
子
（
環
境
理
工
学
科
）

松
本
道
代
（
経
営
学
科
）

岡
林
小
百
合
（
経
済
学
部
）

北
澤
陽
子
（
経
済
学
部
）

十
河
友
美
（
経
済
学
部
）

石
上
千
寿
（
都
市
創
造
工
学
科
）

北
陸
地
区
支
部
長

冨
田
陽
一
（
都
市
創
造
工
学
科
）

東
海
地
区
支
部
長

新
家
晃
（
商
学
科
）

滋
賀
地
区
支
部
長

菊
池
雅
也
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

京
都
地
区
支
部
長

麻
田
博
之
（
経
済
学
部
）

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長

添
田
由
美
（
国
際
経
済
学
科
）

岡
山
地
区
支
部
長

柴
田
展
宏
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

西
中
国
地
区
支
部
長

泉
康
子
（
経
営
学
科
）

四
国
地
区
支
部
長

高
島
恵
美
（
経
済
学
科
）

〔
後
援
会
常
任
幹
事
〕

幹
事
長

大
槻
伸
吾

　
　

学
生
部
長

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授

　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

幹
事佐

藤
潤
一

　
　

教
務
部
長

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

倉
橋
幸
彦

　
　

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

齋
藤
好
史

　
　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

渡
邉
輝
幸

　
　

経
営
学
部
准
教
授(

経
営
学
科)

原
田
良
雄

　
　

経
営
学
部
教
授
（
商
学
科
）

戸
谷
裕
之

　
　

経
済
学
部
教
授
（
経
済
学
科
）

本
田
雅
子

　
　

経
済
学
部
教
授
（
国
際
経
済
学
科
）

高
根
慎
也

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

吉
田
淳
一

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

竹
田
和
真

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
准
教
授
（
環
境
理
工
学
科
）

大
橋
美
奈
子

　
　

工
学
部
講
師
（
機
械
工
学
科
）

浅
田
晴
香

　
　

工
学
部
特
任
講
師
（
交
通
機
械
工
学
科
）

水
谷
夏
樹

　
　

工
学
部
教
授
（
都
市
創
造
工
学
科
）

青
木
孝
憲

　
　

工
学
部
講
師
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

青
山
一
樹

　
　

全
学
教
育
機
構
講
師

吉
井
義
郎

　
　

事
務
部
長

勝
野
友
之

　
　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長

川
添
伸
昭

　
　

教
務
部
長

小
西
正
彦

　
　

学
生
部
次
長

篠
本
弘
道

　
　

後
援
会
担
当
課
長

店
家
潤
治

　
　

事
務
部
庶
務
課

後
援
会
担
当

「
よ
り
一
層
よ
い
環
境
で
、

勉
学
・
学
園
生
活
を
送
れ
る
た
め
に
…
」



後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
最
大

の
催
し
で
あ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
か

ら
毎
回
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
全
国

14
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
２・３
年
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
感
染
対
策
を
行

い
な
が
ら
、
予
定
通
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
各
会
場
で
は
、
後
援
会
O
B
役
員
の
方
々
に
も

お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、
滞
り
な
い
進
行
と
な
り
ま
し

た
。
誌
面
を
通
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
を
取

り
入
れ
、
全
国
か
ら
多
数
の
保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
科
の
先
生
と
の
個
別
懇
談
で
は
、

多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
が
ご
子
息
ご
息
女
の
学
生
生

活
や
成
績
に
つ
い
て
熱
心
に
相
談
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3年ぶりの全国開催
多くの保護者が参加

令和４年度 地区教育懇談会
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３
年
ぶ
り
に
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」。
各
地
の
会
場
で

の
盛
況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

大阪地区

OB役員
の方々に
聞きました

懇
談
会
に
参
加
さ
れ
た
、
O
B
役
員
や

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

コ
ロ
ナ
禍
で
引
き
継
ぎ
も
で
き
ず
に

３
年
ぶ
り
の
開
催
を
迎
え
、
少
し
で
も

お
役
に
立
ち
た
い
想
い
で
会
の
サ
ポ
ー

ト
を
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
私
た
ち

の
後
援
会
活
動
を
振
り
返
る
と
、
大
学

生
活
に
伴
走
し
て
い
る
気
分
を
味
わ
い
、

教
職
員
や
保
護
者
の
方
々
と
の
交
流
は

今
も
続
い
て
い
ま
す
。
後
援
会
の
行
事

は
、
大
学
の
魅
力
に
触
れ
る
貴
重
な
機

会
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

京
都
地
区
O
B
役
員
（
写
真
右
か
ら
）

２
０
２
０
年
度
支
部
長
福
島
順
子
さ
ん

２
０
１
９
・
２
０
２
０
年
度
副
支
部
長
齋
藤
典
子
さ
ん

２
０
１
９
年
度
支
部
長
岩
野
由
紀
さ
ん

活
動
休
止
か
ら
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ

せ
な
い
現
役
役
員
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を

見
て
、
頼
も
し
さ
と
う
れ
し
さ
を
覚
え

ま
し
た
。
就
活
や
大
学
の
対
応
は
、
今

後
も
社
会
状
況
に
応
じ
て
刻
々
と
変

わ
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
常

に
最
新
情
報
を
把
握
し
て
お
く
た
め

に
、
そ
し
て
保
護
者
同
士
の
出
会
い
と

い
う
意
味
で
も
、
後
援
会
の
行
事
を
う

ま
く
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

四
役
O
B
役
員
（
写
真
右
か
ら
）

２
０
１
９
年
度
会
計
委
員
大
坪
み
ゆ
き
さ
ん

２
０
１
９
年
度
副
会
長
服
部
香
さ
ん

２
０
１
９
年
度
会
長
湊
利
恵
さ
ん

２
０
１
９
年
度
会
計
監
査
藤
田
仁
美
さ
ん

京都地区

兵庫地区

AR
動画
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

参加の
保護者様に
お聞きしました

「
安
心
で
き
た
」「
来
て
よ
か
っ
た
」の

お
声
が
続
々
！

皆
さ
ん
の
、ほ
っ
と
さ
れ
た
笑
顔
が

印
象
的
で
し
た
。

や
は
り
気
に
な
る
の
は
、
就
職
の
こ
と
。
最

初
に
大
学
全
体
の
就
職
状
況
を
把
握
で
き
、

次
に
学
部
の
先
生
に
個
別
で
詳
し
く
お
聞
き

で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
と
大
学

や
将
来
に
つ
い
て
話
す
機
会
は
少
な
く
、
基

本
は
見
守
る
方
針
で
す
が
、
親
が
情
報
を
得

て
お
く
こ
と
は
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

工
学
部
都
市
創
造
学
科
３
年

前
田
佐
恵
さ
ん

全
国
に
先
駆
け
て
、
兵
庫
地
区
で
教
育
懇
談
会

を
開
催
。
大
学
や
就
職
の
状
況
に
関
す
る
詳
し

い
説
明
に
、
安
心
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
晴
れ
や
か

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
に
、
多

く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
ら
れ
ま
し
た
。「
教
職
員
と
の
交
流

を
通
じ
て
大
学
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
宮
本
後
援
会
会
長

が
挨
拶
さ
れ
、
藤
岡
副
学
長
か
ら
も
挨
拶
と
授
業
方
針
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
サ
ポ
ー

ト
や
就
職
実
績
の
説
明
の
後
は
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
が
高

か
っ
た
資
格
に
つ
い
て
の
話
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学
部
の
個
別

懇
談
会
で
は
、
熱
心
に
話
し
込
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ル
パ
ル
ク
京
都
を
会
場
に
、
支
部
総
会
も
兼

ね
て
開
催
さ
れ
た
京
都
地
区
の
教
育
懇
談
会
。

大
学
と
家
庭
を
橋
渡
し
す
る
場
に
、
多
く
の
保

護
者
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
令
和
３
年
度
の
支
部
総
会
の
活
動
報
告
の
後
、
令
和
４

年
度
の
新
役
員
を
発
表
。
麻
田
新
支
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
教
育
懇
談
会
で
は
、
吉
川
学
長
か
ら
は
「
引
き
続
き
、
感
染

対
策
や
学
生
生
活
の
充
実
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
続
く
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
説

2022年
7月10日

京都地区

宮本敦夫後援会会長の挨拶。

各学部に分かれて個別懇談が行
われた。

京
都
地
区

多
様
な
就
職
情
報
が
得
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
な
ど
気
に
な
る
点
を
確
認

し
、
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
頃
と

は
就
活
の
環
境
も
異
な
り
、
子
ど
も
は
必
要

以
上
の
こ
と
は
報
告
し
て
こ
な
い
歳
に
。
こ
う

や
っ
て
大
局
を
把
握
で
き
る
と
、
い
つ
で
も
支

え
や
相
談
役
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

工
学
部
機
械
工
学
科
３
年

郷
利
匡
さ
ん
・
祥
代
さ
ん

兵
庫
地
区

就
職
活
動
を
は
じ
め
学
生
生
活
全
般
へ
の

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
内
容
を
知
っ
て
、
感
動
し

ま
し
た
。
成
績
や
奨
学
金
に
つ
い
て
も
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
き
、
４
年
間
の
流
れ
と
１

年
ご
と
に
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
本
日
得
た
知
識
は
、
息
子
と
大
学
や

将
来
に
つ
い
て
話
す
時
に
役
立
ち
そ
う
で
す
。

経
営
学
部
商
学
科
１
年

山
本
あ
か
根
さ
ん

兵
庫
地
区

2022年
6月12日

兵庫地区

AR
動画

AR
動画
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個
別
懇
談
を
終
え
ら
れ
た
保
護
者
の
方
々
に
、

本
日
参
加
さ
れ
た
ご
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

吉川耕司学長のご挨拶。

キャリアセンターから就職活動
の状況と取り組みを説明。

明
や
学
部
ご
と
の
個
別
懇
談
会
で
も
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣

な
面
持
ち
で
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

2022年
7月24日

大阪地区

全
国
14
会
場
を
巡
回
し
た
教
育
懇
談
会
の
締

め
く
く
り
は
大
阪
地
区
。
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪
の
会
場
は
、
保
護
者
の
方
々
の
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

最
も
大
規
模
に
行
わ
れ
た
大
阪
会
場
。
多
数
の
保
護
者
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
の
田
中
教

授
か
ら
、
97
・
８
％
と
い
う
高
い
就
職
内
定
率
で
推
移
し
て
い
る

現
状
や
充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
保
護
者
の
姿
も
。
就
職
体
験
ス
ピ
ー

チ
に
登
壇
し
た
西
山
睦
生
さ
ん
は
「
書
類
選
考
を
突
破
で
き
た
の

は
添
削
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
」
と
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
有
効

活
用
し
た
成
功
事
例
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

個別懇談会では教員や職員と直接面談。

企業との出会いから内定獲得まで、就活
ステップについてスピーチする工学部機
械工学科の西山さん。

３
年
生
な
の
で
や
は
り
心
配
な
の
は
就
職

で
す
。
今
回
、
大
学
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
を

知
っ
て
安
心
し
ま
し
た
。
個
別
懇
談
会
で
は
、

成
績
表
を
見
な
が
ら
夏
休
み
の
過
ご
し
方
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

と
話
す
き
っ
か
け
が
で
き
ま
し
た
。

経
済
学
部
経
済
学
科  

３
年

権
守
孝
二
さ
ん
・
正
美
さ
ん

大
阪
地
区

今
年
入
学
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
履
修
科

目
や
単
位
数
の
こ
と
な
ど
、
親
と
し
て
知
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
先
生

と
も
直
接
お
話
し
が
で
き
、
３
年
生
か
ら
の

コ
ー
ス
説
明
や
履
修
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

も
あ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
こ
れ
か
ら
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
環
境
理
工
学
科
１
年

堀
本
直
子
さ
ん

大
阪
地
区

子
ど
も
が
３
年
生
に
な
り
、
就
職
に
関

す
る
情
報
収
集
の
た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。

1
d
a
y
イ
ン
タ
ー
ン
と
い
っ
た
最
近
の
傾
向

に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
科
の
先
生
か

ら
は
部
活
な
ど
の
幅
広
い
お
話
を
聞
け
た
の

で
、
学
生
生
活
全
般
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

工
学
部
交
通
機
械
工
学
科  

３
年

水
野
文
人
さ
ん
・
智
永
子
さ
ん

大
阪
地
区

AR
動画
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総 会 の ご 報 告

　令和4年度（2022年度）6月18日（土）、北陸支部総会を開催致
しました。昨年に引き続きコロナ禍の中、後援会の大学運営サポート
の方々にご協力頂きながら実施致しました。
　支部総会議事は、令和3年度の活動報告，決算報告並びに監査報告
があり、新年度の役員選出で新支部長はじめ役員が決定しました。新
支部長より令和4年度の事業計画（案）、会計予算（案）の議事報告
があり、異議なく承認された事をご報告致します。
　その後、大学側からの状況説明ならびに保護者向けの就職後援会が
開催され、ご参加頂きました保護者の皆様も、ガイダンス等の企画に
対し積極的に先生方々のご意見に傾聴されており、コロナ禍の中で初
めて経験する就職等、お子様のご心配を共有され有意義なお時間を過
ごされました。
　今後も北陸支部会としては、大学運営サポートの皆様と情報共有
し、懇親会を経て保護者の方々への情報発信並びに心配・不安を軽減
化できるように努めていきたいと思います。

北陸地区支部長　冨田　陽一

北陸地区支部総会
〈6月18日・ANAクラウンプラザホテル金沢〉

本年度は、感染対策をとりながら通年通り対面にて開催いたしました。
各支部とも令和３年度の議事および令和４年度の議事につきまして、
異議なく承認されたことを報告いたします。（開催日順で紹介します）

　西中国地区支部は広島県・山口県在住の保護者で組織されており、
9名の常任委員でアットホームに活動しております。
　離れて暮らす子供を持つ保護者として、常任委員同士で情報交換を
行ないながら、多くの保護者の方にも後援会を知っていただき、色々
な心配事や悩みを共有し合いながら、お子様が楽しい大学生活を送れ
るようサポートを共に行えたらと思って活動しております。
　今年度は３年ぶりに支部総会および教育懇談会が開催され、お越し
いただきました保護者の皆様と会話する事ができ嬉しかったです。こ
の教育懇談会は、大学の教員やキャリアセンター職員も来ていただ
き、学生生活の過ごし方から就職活動の取り組み、卒業までの歩みに
ついて、全体または個別で詳しく聞くことができ、保護者同士で情報
交換を行なっています。
　また来年度は、もっとたくさんの保護者様に参加していただき交流
できたらなと思っております。
　西中国支部役員一同、みなさまが安心してお子様の大学生活を見守
れるように後援して参りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

西中国地区支部　泉　康子

西中国地区支部総会
〈6月19日・広島ガーデンパレス〉

　四国支部の今年の総会は、対面での総会が3年ぶりという事で、
久々に皆さまに会えるのも楽しみにしての開催となりました。
　ご来場いただいた保護者の皆様に子ども達の学生生活や就職状況な
どを知っていただく良い機会であり、教育懇談会では先生方にたくさ
んの質問をしながらご教授いただき、大阪産業大学にさらに興味を持
っていただけた事と思います。その甲斐もあり今年度の役員を快く引
き受けていただけた保護者様もたくさんいらっしゃり、現在18名の
方が役員として活動していただいております。
　先日の臨時役員会にも臨時にもかかわらず13名参加いただき、し
かもエコキャップは、なんと全部で11,200個も集めていただきまし
た。このようにコツコツまじめに子ども達のために、そして様々な情
報交換しながら前向きに活動していきます。
　四国支部役員一同一丸となって「明るく楽しく元気よく」をモット
ーに活動していきたいと思っております。

四国地区支部長　高島　恵美

四国地区支部総会
〈6月25日・JRホテルクレメント高松〉

　7月2日（土）ホテルグランヴィア岡山3F パールにて令和4年度岡
山支部総会・地区教育懇談会を開催いたしました。
　3年ぶりのリアル開催となり、20名のご参加を頂き大変有意義な
懇談会を開催することが出来ました。特に、藤岡副学長様をはじめ多
くの教育職員様、キャリアセンターの方々との個別懇談会に関しまし
ては、日頃ご子息様から聞けない情報を熱心に懇談される姿が各所で
見られました。
　岡山地区の多くの学生は、親元を離れ生活しており、学業・日常生
活の様子を把握することが困難な為、大変有り難く感じました。ま
た、キャリアセンター様から就職活動に関する取り組み方・現況報告
の話を頂戴し、「熱心な就活生へのサポート体制を聞くことが出来ま
して少し安心しました」との声もお聞きしました。
　まだまだ、コロナ禍の影響がある中、不安な日々を過ごしていく中
で、少しは安心して頂けるお話を聞くことが出来たのではないかと思
います。
　大学関係者の皆様や後援会役員の皆様のご尽力に深く感謝を申し上
げたいと思います。 岡山支部長　柴田　展宏

岡山支部総会
〈7月2日・ホテルグランヴィア岡山〉
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令 和 4 年 度 支 部

　今年度は、令和4年7月3日（日）名鉄グランドホテルにて東海地
区支部総会・教育懇談会を開催しました。3年ぶりの対面開催という
ことで支部役員自体初参加の者が多くを占める中、大学関係者の皆様
にはお力添えをいただきありがとうございました。
　「就職懇談会」では就職状況や就職活動に関する活動スケジュー
ル、「個別懇談会」では子どもの履修状況など、気になっていてもな
かなか把握できない細かい部分を直接大学教職員の皆様におたずねす
ることができ、非常に有意義な時間を持つことができました。
　次回支部総会、教育懇談会開催時にはより多くの保護者様のご参加
をお待ちしております。 東海地区支部　副支部長　森田　公栄

東海地区支部総会
〈7月3日・名鉄グランドホテル〉

　令和４年７月９日（土）にクサツエストピアホテルにて令和4年度
滋賀支部総会及び地区教育懇談会を開催しました。ここ数年コロナ禍
で開催中止となっておりましたが、本年度ようやく開催出来ることと
なりました。
　前段でキャリアセンター様より、取り組みや就職活動のサポートに
ついて紹介と説明をいただきました。教育懇談会では、学部別の先生
や担当の方々とお子様の大学生活や就職活動について相談や意見交換
を行いました。先生と対面する機会は少ない中、保護者の方々は真剣
な面持ちで対話されていました。
　支部総会では、令和３年度の活動報告と会計報告、役員選出、令和
４年度の活動計画案及び予算案を協議し、滞りなく総会を終えること
が出来ました。退任された支部役員の皆様、大変お疲れ様でした。
　今回の開催にあたり、ご尽力いただきました大学関係者様はじめ、
後援会事務局様、支部役員の皆様には大変感謝しております。

滋賀支部長　菊地　雅也

滋賀支部総会
〈7月9日・クサツエストピアホテル〉

　令和4年7月10日（日）メルパルク京都にて、令和4年度大阪産
業大学後援会京都支部第23回定時総会が開催されました。当日は、
（1部）支部総会にて令和3年度事業・決算報告、令和4年度支部役員
選出後に令和4年度事業・予算の提案がありそれぞれ承認可決されま
した。第2・3部は教育懇談会を開催し、吉川学長をはじめとする大
学関係者の方、後援会本部及び京都支部役員OBの皆様の、ご協力を
賜わり一連の事業を無事に終えることができました。当日の参加数は
36組（申込38組）と、京都支部会員622名の6％ではありました
が、参加していただいた保護者の方々には大変満足して頂くことがで
きました。
　次年度は、より多くの方にご参加頂けるよう、広報や運営に力を注
いでいきたいと思います。最後になりましたが、本総会で引退された
今西元会長をはじめとする京都支部役員の皆様、大変お疲れ様でし
た。コロナ禍での運営が主となり大変なご苦労があった中、事業を遂
行された京都支部の伝統を励みに、頑張っていきたいと思います。あ
りがとうございました。 京都支部長　麻田　博之

京都支部総会
〈7月10日・メルパルク京都〉

　去る7月23日に開催されました三重・奈良地区支部総会及び地区
教育懇談会には、多くの保護者の皆様にご参加いただきまして、誠に
ありがとうございました。
　コロナ禍において3年振りの対面での支部総会開催となり、支部役
員もほぼ全員が初めての総会という中で至らぬ点も多かったと思いま
すが、後援会事務局の方や支部役員OBの方々をはじめ、たくさんの
方々のご協力により無事に終えることが出来ました事を有難く思って
おります。
　今回はご参加いただいた保護者の皆様と総会後に会食の機会もあ
り、和やかな雰囲気で食事をしながら色々お話をする事が出来て、大
変楽しい時間が過ごせました。その中で新たに支部役員を引き受けて
下さる方もあり、とても嬉しく思っております。
　やはり、お互いに顔を合わせて会話が出来るという事が一番なの
か、今年度は春に行われた懇親会と今回の総会を開催出来た事で、支
部役員人数も大幅に増えました。
　賑やかになった三重・奈良地区支部役員一同で、楽しく有意義な後
援会活動をして行ければと思っておりますので、今後とも皆様のご協
力をお願い致します。 三重・奈良地区支部長　　添田　由美

三重・奈良地区支部総会
〈7月23日・ホテル日航奈良〉



笑顔満祭 大活サイ～起こせ！笑顔のパンデミック～
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た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
溢
れ
た

伝
統
の
大
学
祭
が
復
活
！

秋
晴
れ
の
も
と
、
10
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

の
２
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
57
回
阪
駒
祭
。
来
場
時

の
検
温
や
校
内
各
所
で
の
手
指
消
毒
な
ど
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
２
年
間
か
ら
大
き
く
前
進
し
た
大
学
祭
が
復
活
し

ま
し
た
。

色
づ
き
始
め
た
木
々
に
囲
ま
れ
た
中
庭
の
ガ
ー
デ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
９
時

30
分
か
ら
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
ス
タ
ー
ト
。
入
場
制
限
の
な
い
今
回
は
、
一
般

の
方
々
も
多
数
来
場
さ
れ
、
手
拍
子
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
の
青
野
孔
飛
さ
ん
が
高
ら
か
に
開
会

宣
言
！
委
員
長
の
田
島
竜
太
郎
さ
ん
は
、
挨
拶
の
中
で
「
笑
顔
満
祭
大
活
サ
イ

〜
起
こ
せ
！
笑
顔
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
〜
」
の
テ
ー
マ
に
込
め
た

想
い
や
関
係
者
へ
の
感
謝
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
後
援
会
か

ら
は
宮
本
敦
夫
会
長
が
来
賓
と
し
て
登
壇
。
学
生
自
治
会
な

ら
び
に
大
学
祭
実
行
委
員
会
に
支
援
金
の
目
録
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
吉
本
の
お

笑
い
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
続
い
て
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
激

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
。
少
林
寺
拳
法

部
の
迫
力
あ
る
演
武
、
軽
音
楽
部
７
バ
ン
ド
に
よ
る
演

奏
な
ど
、
練
習
の
成
果
を
の
び
の
び
と
披
露
す
る
姿
に

大
き
な
拍
手
が
湧
い
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
前
や
中
庭
周
辺
に
は
模
擬
店
も
復
活
。
各
店
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
を
味

わ
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
楽
し
げ
な
様
子
が
見
ら
れ
、
ま
さ
に
〝
笑
顔

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
〞
が
起
こ
っ
た
阪
駒
祭
と
な
り
ま
し
た
。

※
撮
影
時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
撮
影
し

て
い
ま
す
。

※
阪
駒
祭
の
よ
う
す
は
A
R
動
画
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す

AR
動画
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大学祭実行委員会四役より「後援会の皆様へ」
第５７回阪駒祭を無事開催できましたこと、実行委員一同心よりお礼申し上げます。
コロナ対策を取りながら、3年ぶりに一般公開となり展示や模擬店、ステージも
とても盛り上がり賑やかな阪駒祭となりました。
引き続き第５８回阪駒祭もご支援・ご協力のほどお願いいたします。

会計
藤田 遥さん

第57代委員長
田島 竜太郎さん

副委員長
森本 輝さん

幹事長
小幡 結衣さん

大学祭実行委員会

吹奏楽部 開会式ダンス

スポーツチャンバラ

テクノフリーク部

鉄道研究部 賑わう会場の様子

茶道部 モルックサークル会場には子供連れも民族衣装の姿も

学生フォーミュラプロジェクト

合気道 軽音楽部



ご存知ですか？成績表の見方

成績表には、昨年度までに修得した科目の

単位数と成績評価、本年度に申請した履

修中もしくは予定の科目とその単位数が記

載されています。進級・卒業に関しては勿

論ですが、翌年度の履修方針にも重要な

のでしっかりチェックが必要です。

前期は9月中旬、後期は3月中旬に発表

します。保護者ポータルサイトから成績表

のダウンロードができますのでチェックし

てみてください。
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保存版

■評価内容：単位認定

基準

100点～90点以上 S（秀）

A（優）

B（良）

C（可）

D（不可）

＊

合格

不合格

90点未満～80点以上

80点未満～70点以上

70点未満～60点以上

60点未満

成績評価に至らない

評価

チェックしていますか？大阪産業大学後援会ホームページ！
大阪産業大学後援会は「後援会ホームページ」で情報公開しています。
後援会行事の告知やWebでの参加申込、活動報告や動画での配信、後援会
だよりデジタルブックなど後援会情報はもちろん、大学から保護者の皆様へ
のお願いや報告など、保護者の皆様にとって必要な情報を配信しています。
後援会では、今後もホームページやオンライン配信、保護者ポータルサイト
などを使って、保護者の皆様にタイムリーに活動情報を発信して参ります。

是非、後援会ホームページ「P ⇔ OSU ONLINE」をチェックし
てください。
後援会ホームページはパソコンはもちろんスマートフォン・
タブレットでもご覧いただけます！https://daisandai-kouenkai.jp/



「
後
援
会
だ
よ
り
１
１
０
号
」
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
後
援
会
だ
よ
り
は
、
後
援
会
会
員
の
皆
さ
ま
と

大
学
を
繋
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
で
す
。
大
学
で
の
修

学
状
況
や
最
近
の
話
題
な
ど
を
お
手
に
取
っ
て
お
読

み
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

10
月
29
日·

30
日
に
は
、
大
学
祭
で
あ
る
「
阪
駒

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な

１
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
後
援

会
か
ら
は
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
々
が
大
学
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
す
と
と
も
に
、
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
秋
が
深
ま
り
落
ち
着
き
の
中
に
あ

る
一
方
で
、
学
年
末
試
験
や
卒
業
に
向
け
て
の
独
特

の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
く
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
レ
ポ
ー
ト
課
題

へ
の
対
応
や
卒
業
論
文
の
作
成
に
忙
し
く
な
る
頃
で

す
。
ま
た
、
課
外
活
動
に
取
り
組
む
学
生
さ
ん
た
ち

も
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
大
会
や
催
し
が
終
盤
に
差

し
掛
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
か
け
て
活
動
し
て

き
た
４
年
生
は
い
よ
い
よ
集
大
成
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
寒
さ
も
増
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

学
生
生
活
を
健
や
か
に
過
ご
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
に
思
い
ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
は
、
感
染

し
た
と
し
て
も
若
い
人
の
症
状
は
比
較
的
軽
い
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
後
遺
症
に
悩
む
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
少
し
ず

つ
感
染
す
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
注
意
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
学
で
は
、

対
面
授
業
を
再
開
し
て
お
り
、
感
染
症
を
予
防
す
る

た
め
に
入
校
時
の
検
温
と
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着

用
へ
の
協
力
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
も
お
声
が
け
を
頂

け
ま
す
と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
後
援
会
活
動
を
通
じ
学
生
の
皆
さ
ん
が

さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
引
き
続
き
ご
協
力
と
ご
支

援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
後
援
会
会
員
皆
さ
ま

の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

後
援
会
幹
事
長

学
生
部
長

大
槻
伸
吾

編
集
後
記

履修・学籍・授業料などのお問い合わせは教務課まで
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科目区分、卒業要件単位数欄：学部学科が定めた要件区分名と充足すべき単位数を示します。
修得卒業要件単位数欄→　修得済の卒業要件単位数を示します。最低要件を充足しているかを判断します。

そのため、科目区分毎の最低要件を超えて表示されることはありません。

区分毎の最低要件を超えて修得した単位が卒業要件単位として集計される場合は、上位の科目区分、

合計に集計されます。

修得総単位数欄→　修得した単位の合計を示します。

【単位集計欄合計行 単位集計欄合計行の値】

卒業要件単位：卒業に必要な単位数・大学124-128 単位・編入の場合は 62-76（学科、区分により異なる）

修得卒業要件単位数：現在修得済みの卒業要件単位の合計

修得総単位数：現在修得済みの単位の合計 

本学では、学生の皆さんの学修意欲向上と、教職員による適切な修学指導支援のため、GPA
（GradePointAverage）制度を設けています。
GPAとはアメリカなどの大学で多く使用される成績の評価方法で、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄといった成績評価をGP（GradePoint）と

呼ばれる数値に置き換え、それにそれぞれの取得単位数を乗じたも

のを履修申請単位数で除して算出される１単位あたりの平均値です。

仮に、単位を取得することができた科目の成績が良くても、一方で

不合格となった科目の数も多ければGPAは高くなりません。GPは、

成績評価に基づき右表のとおりとします。

GPAの値が著しく悪化した場合には、学科の教育職員から修学指導を受けることになります。また場合によっては厳しい措置を

とられることもあります。ただし、GPA 制度はあくまでも学習意欲向上を目的としているため、むやみに厳しい措置を行うことは

ありません。教職員の面談・修学指導により、以後の学習改善に向けた意欲が確認できれば引き続き修学することが可能です。

一方で、「面談の呼び出しに応じない」「面談したが学習改善に向けた意欲が見られない」といった場合は、それでも卒業に向け、

学習改善の呼びかけを継続して行います。

進級、卒業に関する情報について、成績発表時と（成績発表時の）次年度見込みの状況を表示します。
年次および卒業研究履修資格の有無、卒業見込み証明書の発行資格有無などを表示しますが、学科や学年により表示項目は異

なります。また表示内容（資格有無）を得るための条件も異なります。

成績評価

GP 4

S

3

A

2

B

1

C

0

D・＊

表Ⓐ

表Ⓑ

表Ⓒ
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令和4年度
「地区教育懇談会」
が開催されました！

たくさんの笑顔に
溢れて

伝統の大学祭が復活！

第57回
「阪駒祭」
AR動画
配信

スマホで動画が
見られます！

令和4年度後援会活動報告
令和4年度支部総会

…など

ご報告

「がんばってます！！」クラブ♥活動！
Special  Topic

AR
動画


